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寺
社
を
中
心
に
鎌
倉
の
魅

力
を
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
登
場
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
鎌
倉
ボ
ン

ズ
く
ん
」。
２
０
２
２
年
に

誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
作

ら
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
３

作
目
。

　
１
月
た
こ
あ
げ
、
２
月
雪

だ
る
ま
、
７
月
七
夕
、
９
月

お
月
見
と
、
日
本
の
四
季

折
々
の
行
事
や
風
景
が
ほ

の
ぼ
の
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
タ
テ
長
Ａ
４
変
形
サ
イ

ズ
。
綴
じ
は
な
く
、
吊
る

し
た
り
、
貼
っ
た
り
、
ラ
ッ

ク
に
立
て
か
け
た
り
、
額
に

入
れ
た
り
し
て
１
枚
ず
つ
掲

示
す
る
タ
イ
プ
。付
録
で「
鎌

倉
の
主
な
行
事
」
の
一
覧
表

と
、
年
賀
状
・
夏
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
各
１
枚
入
り
。

　
１イ

イ

ク

ニ

１
９
２
円
、
鎌
倉
・
北

鎌
倉
・
大
船
・
藤
沢
、
各
駅

周
辺
の
書
店
や
通
信
販
売
で

（
売
り
上
げ
の
３
％
を
鎌
倉

風
致
保
存
会
に
寄
付
）。
　

鎌
倉
・
藤
沢
な
ど
の
書
店
で

販
売
。
問
い
合
わ
せ

kamakurakotori@
gmail.com

　
北
鎌
倉
の
臨
済
宗
円
覚
寺

発
行
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。

　
臨
済
宗
円
覚
寺
派
第
２
１

８
世
管
長
横
田
南
嶺
老
師
の

揮
毫
の
書
画
13
作
。

　
表
紙
の
「
龍

り
ゅ
う
し
ゅ
う驟

鳳ほ
う

翔し
ょ
う」

は
龍
の
如
く
、
力
強
く
駆

け
上
が
り
、
鳳
凰
の
よ
う

に
華
麗
に
舞
う
様
子
。
１

月
は
「
安あ

ん
せ
い靖

」、
４
月
は

「
常

じ
ょ
う

行ぎ
ょ
う
い
ち一
直じ

き

心し
ん
」、
５
月

「
滴て

き
す
い翆

」。
９
月
は
「
小
言
い

ふ
相
手
も
あ
ら
ば
け
ふ
の
月

　
一
茶
」、そ
し
て
12
月
「
刻

苦
光
明
必
盛
大
也
」
で
締
め

く
く
ら
れ
る
。

　
卓
上
タ
イ
プ
で
タ
テ
10
・

５
㎝
×
ヨ
コ
20
・
５
㎝
。
　

６
０
５
円
（
税
込
み
）、
境

内
売
店
で
販
売
。
円
覚
寺
☎

０
４
６
７
・
22
・
０
４
７
８

　
鎌
倉
の
臨
済
宗
建
長
寺
派

大
本
山
建
長
寺
の
発
行
。
臨

済
宗
建
長
寺
僧
堂
柏
林
室
・

酒
井
泰
玄
老
師
の
揮
毫
の
書

で
構
成
。

　「
童
心
通
祖
心
」
か
ら

始
ま
り
、
１
・
２
月
の

「
晴せ

い

好こ
う
う雨

奇き

」、
３
・
４
月

「
雲く

も
ぜ
ん
ぜ
ん

冉
々
」、
５
・
６
月
「
水

漫
々
」、
７
・
８
月
「
夏
日
涼

風
價
千
金
」、
９
・
10
月
の

「
明
月
清
風
」
11
・
12
月
の

「
先

ま
ず
は

今今

年年
無ぶ

じ事
」
で
締
め
く

く
る
。

　
現
代
語
表
記
が
添
え
ら

れ
、
月
ご
と
の
同
寺
の
行
事

予
定
も
記
載
。
書
は
台
紙
か

ら
取
り
外
し
て
墨
書
作
品
と

し
て
飾
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
タ
テ
73
㎝
×
ヨ
コ
32
㎝
。

１
５
０
０
円
（
税
込
み
）。

総
門
左
側
の
朱
印
所
で
販

売
。
建
長
寺
☎
０
４
６
７
・

22 

・
０
９
８
１

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大

正
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た

作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
１
・
２
月
「
松
笠
香
合
」

は
三
橋
了
和
（
鎌
岳
）
作
で

彫
刻
と
漆
塗
り
を
融
合
さ
せ

た
鎌
倉
彫
の
真
髄
を
感
じ
さ

せ
る
。
３
・
４
月
の
「
菊
桐

文
角
火
鉢
」
と
５
・
６
月
「
水

鳥
形
香
合
」
は
江
戸
時
代
の

作
品
。

　
７
・
８
月
「
手
刳
り
双
蝶

小
盆
」、９
・
10
月「
菊
文
棗
」、

11
・
12
月
「
小
箱
　
桐
」
後

藤
運
久
作
な
ど
、
彫
り
も
文

様
も
塗
り
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

仏
師
を
起
源
と
す
る
鎌
倉
彫

の
技
量
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。
解
説
付
き
。

　
タ
テ
69
㎝
×
ヨ
コ
33
㎝
、

１
５
５
０
円
（
税
込
み
）。

由
比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫
工
芸

館
や
小
町
２
丁
目
の
鎌
倉

彫
会
館
な
ど
で
販
売
。
伝

統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
☎
０
４
６
７
・
23
・

０
１
５
４

　
鎌
倉
市
観
光
協
会
の
24
作

目
と
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
鎌
倉
の

年
中
行
事
や
同
会
主
催
行
事

を
中
心
に
、
四
季
折
々
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
１
・
２
月
の
「
新
春
・
梯

子
乗
り
」（
森
﨑
清
光
さ
ん

撮
影
）と「
私
も
大
漁
旗（
小

嶋
典
生
さ
ん
）、
７
・
８
月
の

「
カ
ラ
フ
ル
な
短
冊
」（
石
井

良
明
さ
ん
）
の
写
真
は
い
ず

れ
も
「
鎌
倉
」
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
２
３
の
入
選
作
品
。

テ
ー
マ
は
「
〜
ま
た
鎌
倉
で

〜
」。
ほ
か
に
も
表
紙
や
巻

末
に
コ
ン
テ
ス
ト
の
個
性
豊

か
な
入
選
作
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
日
干
支
や
、
巻
末
に

恒
例
の
鎌
倉
の
社
寺
の
花
暦

も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
鎌

倉
散
策
に
も
役
立
つ
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
イ
ン
キ
や
用
紙
な

ど
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
を

使
用
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
、
誰

で
も
使
い
や
す
い
カ
レ
ン

ダ
ー
を
目
指
し
た
。
Ｂ
４

判
（
見
開
き
Ｂ
３
サ
イ
ズ
）、

１
３
２
０
円
（
税
込
み
）。

同
協
会
事
務
所
（
鎌
倉
市
御

成
町
）
ほ
か
鎌
倉
駅
や
大
船

駅
周
辺
な
ど
の
書
店
で
販

売
。
同
協
会
☎
０
４
６
７
・

23
・
３
０
５
０

　
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
カ
レ

ン
ダ
ー
は
、
今
年
で
７
回
目

と
な
る
「
２
０
２
３
年
カ
レ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
多
数
の
応
募
作
品
か

ら
選
ば
れ
た
入
賞
作
品
14
点

で
構
成
。

　
表
紙
の
最
優
秀
作
品
「
湘

南
モ
ノ
レ
ー
ル
で
有
名
な
橋

脚
」（
西
澤
優
治
さ
ん
）
は
、

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
で
唯
一
の

橋
脚
を
足
元
か
ら
見
上
げ
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
調
整
し
、

空
の
色
を
藍
色
に
し
て
雲
を

強
調
し
た
と
い
う
。

　
12
月
は
夕
暮
れ
時
の
「
家

路
」（
市
川
拓
実
さ
ん
）
か

ら
始
ま
り
、１
月
「
雪
の
朝
」

（
長
谷
田
一
平
さ
ん
）、
２
月

「
疾
走
」（
小
路
貴
さ
ん
）、

３
月
「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」（
矢

島
崇
さ
ん
）、
４
月
「
鎌
倉

山
の
桜
」（
和
田
一
彦
さ
ん
）、

５
月
は
フ
ジ
の
花
で
「
竜
の

如
く
」（
関
根
克
義
さ
ん
）、

６
月
「
ピ
ン
ク
の
優
し
さ
」

（
林
亮
一
さ
ん
）、

７
月
「
秋
の
気
配
」

（
三
田
村
裕
さ
ん
）

は
大
樹
に
隠
れ
た

モ
ノ
レ
ー
ル
、
８

月
は
「
数
年
越
し

の
夏
祭
り
」（
矢

野
拓
実
さ
ん
）、

９
月
「
月
と
の
邂

逅
」（
山
内
明
徳

さ
ん
）、
10
月
「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ー

の
夜
」（
松
山
進

さ
ん
）、
11
月
は
朝
日
を
浴

び
て
「
今
日
も
元
気
に
湘
南

モ
ノ
レ
ー
ル
」（
桑
原
浩
幸

さ
ん
）、
12
月
は
「
夕
暮
れ

の
輝
き
に
」（
花
嶋
祐
治
さ

ん
）
と
力
作
ぞ
ろ
い
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
７
０
０

円
（
税
込
み
）。
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
☎
０
４
６
７
・
45
・

３
１
８
１

　
地
域
の
公
共
機
関
と
し
て

生
活
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、
観
光
客
に
も
愛
さ
れ
て

い
る
江
ノ
電
は
、
１
９
０
２

年
の
鉄
道
開
業
か
ら
昨
年
、

１
２
０
周
年
を
迎
え
た
。

　
藤
沢
市
に
ア
ト
リ
エ
を
も

つ
画
家
湯
浅
誠
さ
ん
が
描
く

江
ノ
電
沿
線
の
風
景
画
７
点

で
構
成
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
今
年
で
13
作
目
。

　
表
紙
の
「
夏
潮
の
鎌
高

前
」、
１
・
２
月
の
「
梅
見
月

の
御
霊
神
社
」、３
・
４
月「
長

谷
の
菜
の
花
」、9
・
10
月「
曼

珠
沙
華
と
鉄
橋
」、
11
・
12

月
「
冬
夕
焼
け
の
富
士
」
ま

で
四
季
の
移
ろ
い
の
中
で
江

ノ
電
と
、
街
並
み
や
自
然
の

風
景
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描

か
れ
て
い
る
。
鎌
倉
・
藤
沢

の
年
中
行
事
も
掲
載
。
Ａ
２

判
、１
３
０
０
円（
税
込
み
）。

　
本
年
は
卓
上
版
も
作
製
し

た
。
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
の

作
品
に
過
去
使
用
し
た
作
品

を
プ
ラ
ス
し
、
表
紙
と
毎
月

１
枚
で
構
成
し
た
13
枚
。
絵

は
が
き
と
し
て
も
使
え
る
。

７
７
０
円
（
税
込
み
）

　
江
ノ
電
主
要
駅
や
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
販

売
。
江
ノ
電
エ
リ
ア
サ
ー
ビ

ス
☎
０
４
６
６
・
23
・
２
３

５
１

「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み

池
田
　雅
之

55

明
日
へ
の
希
望
、
生
活
の
潤
い
に

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鎌
倉
て
ら

こ
や
」
が
２
０
０
３
年
に
発

足
し
て
か
ら
今
年
で
20
年
が

経
つ
。
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
10
月
14
日
、「
鎌

倉
て
ら
こ
や
20
周
年
記
念
式

典
」
が
、
関
係
者
の
他
、
多

く
の
賛
同
者
・
来
賓
を
集
め

て
開
か
れ
た
。
鎌
倉
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
陰
と
は
い
え
、

こ
う
し
た
市
民
の
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
が
こ
こ
ま
で

続
い
て
来
た
こ
と
に
驚
き
と

感
動
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
は
、
姫
路

在
住
の
精
神
科
医
森
下
一
さ

ん
の
提
唱
で
始
ま
っ
た
。
森

下
さ
ん
は
長
い
こ
と
、
子

ど
も
と
若
者
の
抱
え
る
問

題
（
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

な
ど
）
に
向
き
合
っ
て
き
た

医
師
で
あ
る
が
、「
こ
の
ま

ま
で
は
彼
ら
の
成
長
が
危
う

い
」
と
い
う
強
い
危
機
感
を

も
っ
て
い
た
。
ま
た
子
ど
も

や
若
者
に
は
、心
か
ら
の「
感

動
体
験
」
や
「
良
き
人
と
の

出
会
い
」
が
欠
け
て
お
り
、

若
者
と
子
ど
も
た
ち
を
「
複

眼
の
教
育
」
で
見
守
り
、
慈

し
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
こ
で
い
う
「
複
眼
」
と

は
、
子
ど
も
、
若
者
に
注
が

れ
る
眼
差
し
が
、
両
親
と
学

　「
鎌
倉
」
を
５
人
、「
能
」
を
10
人
に
。
往
復
ハ
ガ
キ
に
希

望
カ
レ
ン
ダ
ー
名
と
鎌
倉
朝
日
の
感
想
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
面
題
字
下
の
住
所
の
鎌
倉
朝

日
へ
。
12
月
８
日
消
印
有
効
。
多
数
抽
選
。

＊
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

校
の
先
生
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を

持
っ
た
大
人
た
ち
か
ら
も
注

が
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

だ
。
森
下
さ
ん

は
、
地
域
の
大

人
た
ち
も
、
地

域
の
若
者
と
こ

ど
も
た
ち
に
き

ち
ん
と
向
き
合

う
べ
き
だ
と
説

い
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
鎌
倉
て
ら
こ

や
は
一
言
で
い

う
と
、
子
ど
も

と
若
者
の
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の

さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

少
し
大
げ
さ
に
言
う
と
、
日

本
の
教
育
の
あ
り
方
を
抜
本

的
に
見
直
し
て
い
く
草
の
根

的
な
市
民
活
動
と
い
っ
て
よ

か
ろ

う
。

　
私
は
10
年
ほ
ど
前
、
森
下

さ
ん
と
『
て
ら
こ
や
教
育
が

日
本
を
変
え
る
』（
成
文
堂
）

と
い
う
大
層
う
が
っ
た
書
名

の
活
動
報
告
書
を
出
版
し
た

が
、そ
の
帯
に
「
親
が
育
ち
、

子
が
育
つ
　
そ
ん
な
地
域
を

創
ろ
う
」
と
謳
っ
た
。
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
家

庭
と
学
校
と
地
域
を
有
機
的

に
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

再
生
さ
せ
た
い
と
の
密
か
な

願
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
間

が
育
つ
こ
の
三
つ
の
現
場
を

結
び
、大
人
世
代
と
若
者（
大

学
生
）
と
子
ど
も
の
三
世
代

を
親
し
く
交
流
さ
せ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

論
は
、
今
も
鎌
倉
て
ら
こ
や

に
引
き
次
が
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
10
月
の
「
鎌
倉
て
ら

こ
や
20
周
年
記
念
式
典
」で
、

ス
タ
ッ
フ
の
作
成
し
た
20
年

間
の
活
動
の
振
り
返
り
を
映

像
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

私
た
ち
の
20
年
間
の
活
動
に

間
違
い
は
な
か
っ
た
と
い
う

確
信
と
自
負
を
持
て
た
の
で

あ
っ
た
。

　
活
動
に
参
加
し
て
い
る
現

役
の
大
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
上
江

洲
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
、
こ
れ
ま
で
の

総
括
と
今
後
の
展
望
を
き
く

こ
と
が
で
き
た
の
も
収
穫
で

あ
っ
た
。

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
の
担
い
手

が
か
つ
て
の
早
稲
田
大
学
の

私
の
ゼ
ミ
生
か
ら
地
元
の
鎌

倉
女
子
大
学
、神
奈
川
大
学
、

明
治
学
院
大
学
、
横
浜
国
立

大
学
な
ど
の
学
生
た
ち
に
引

き
継
が
れ
発
展
し
て
い
る
こ

と
も
頼
も
し
く
思
わ
れ
た
。

　
記
念
式
典
の
最
後
の
あ
い

さ
つ
で
、
上
江
洲
理
事
長
は

「
鎌
倉
て
ら
こ
や
が
20
年
間

培
っ
て
き
た
も
の
は
、
他
者

に
対
す
る
思
い
や
り
、
慈
悲

の
心
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と

印
象
深
い
こ
と
を
述
べ
た
。

　
数
々
の
お
寺
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
教
え
と
感
化
は
、

鎌
倉
て
ら
こ
や
参
加
者
た
ち

に
慈
悲
の
心
を
育
ん
で
き
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
鎌
倉
て
ら
こ
や
活
動

は
、
き
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
後
の

日
本
を
再
生
さ
せ
る
一
翼
を

担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

確
信
し
た
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・

鎌
倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

２

０

２

４

年

版

カ

レ

ン

ダ

ー

　
本
紙
１
面
「
鎌
倉
み
ほ
と

け
紀
行
」で
お
な
じ
み
の〝
古

都
グ
ラ
フ
ァ
ー
〞
原
田
寛
さ

ん
の
作
品
集
「
鎌
倉
彩
光
」。

　『
湘
南
ス
タ
イ
ル
』
の
編

集
で
、
鎌
倉
の
四
季
12
景
を

１
カ
月
ご
と
に
掲
載
。

　
表
紙
は
本
覚
寺
の
サ
ク
ラ

で
、
４
月
の
六
国
見
山
の
サ

ク
ラ
と
ど
ち
ら
も
み
ご
と
。

１
月
の
「
稲
村
ヶ
崎
・
波

濤
」
は
富
士
山
と
江
の
島
を

背
景
に
迫
力
あ
る
岩
を
砕
く

波
。
６
月
は
し
っ
と
り
と
咲

く
「
長
谷
寺
・
ア
ジ
サ
イ
」、

７
月
は
涼
し
げ
な
「
鶴
岡
八

幡
宮
・
ハ
ス
」。
10
月
の
「
七

里
ヶ
浜
・
ス
ス
キ
」
は
海
を

背
景
に
夕
日
に
ス
ス
キ
が
黄

金
色
に
輝
き
、
12
月
の
建
長

寺
・
カ
エ
デ
紅
葉
の
赤
色
も

際
立
っ
て
い
る
。巻
末
に「
鎌

倉
の
四
季
花
暦
」
も
掲
載
。

　
Ｂ
４
ワ
イ
ド
、
１
８
７
０

円
（
税
込
み
）。
書
店
や
通

販
サ
イ
ト
で
購
入
で
き
る

が
、
星
月
写
真
企
画
で
は
原

田
さ
ん
の
直
筆
サ
イ
ン
入

り
を
販
売
。
☎
０
４
６
７
・

23
・
３
６
９
４

　
逗
子
市
観
光
協
会
が
２
０

１
９
年
か
ら
作
成
し
て
い
る

「
逗
子
旅
カ
レ
ン
ダ
ー
」。

　
２
０
２
４
年
版
「
逗
子
の

魅
力
を
探
し
て
」
の
表
紙
は

富
士
山
と
江
の
島
を
望
む

海
。
逗
子
湾
沖
の
サ
ン
ゴ

（
２
月
）、
仲
町
橋
の
川
沿
い

の
サ
ク
ラ
（
３
月
）、
逗
子

海
岸
の
大
会
（
５
月
）、
亀

岡
八
幡
宮
の
神
輿
（
７
月
）、

ビ
ー
チ
キ
ャ
ン
ド
ル
（
10

月
）、
東
逗
子
ふ
れ
あ
い
広

場
のXmas

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
12
月
）
な
ど
、
四

季
折
々
の
逗
子
な
ら
で
は
の

風
景
が
楽
し
め
る
。

　
Ａ
３
判
、
５
０
０
円
（
税

込
み
）。
逗
子
市
役
所
内
の

　
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る

野
の
花
を
水
彩
で
描
き
、
万

葉
歌
を
添
え
て
い
る
。
絵
と

書
は
鎌
倉
市
在
住
の
野
の
花

画
家
・
阿
見
み
ど
り
さ
ん
。

　
１
月
は
ツ
バ
キ
で
「
あ
し

ひ
き
の
八や

つ

峰を

の
の
椿

つ
ら
つ
ら
に
見
と
も

飽
か
め
や
植
ゑ
て
け

る
君
　
大
伴
家
持
」。

３
月
は
ワ
ラ
ビ
で

「
石い

は

ば
し
る
垂
水
の

上
の
さ
蕨

わ
ら
び

の
萌
え

出
づ
る
春
に
な
り
に

け
る
か
も
　
志
貴
皇

子
」
と
、
月
ご
と
に

野
の
花
が
繊
細
な
筆

遣
い
と
や
さ
し
い
色

彩
で
描
か
れ
て
い
て
、
添
え

ら
れ
た
歌
も
味
わ
い
深
い
。

　
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
は
意

訳
・
英
訳
付
き
で
１
６
５
０

円
（
税
込
み
）。

　
こ
の
ほ
か
、
和
紙
を
使
用

し
た
Ａ
４
判
額
絵
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
意
訳
・
英
訳
付
き
、

８
８
０
円
（
税
込
み
）。
ミ

ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
意
訳
付
き

５
５
０
円
（
税
込
み
）。
銀

の
鈴
社
☎
０
４
６
７
・
61
・

１
９
３
０

　
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目

的
に
活
動
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
道
」
が
運
営
す

る
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
「
道
工
房
」
で
は
、
障

害
の
有
無
に
関
係
な
く
ア
ー

ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
会
員
た
ち
が

独
創
性
あ
ふ
れ
る
制
作
に
取

り
組
み
、
毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
製
し

て
い
る
。

　
風
雲
龍

や
小
鳥
、

花
、
紅
葉

の
風
景
、

ウ
サ
ギ
の

ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
、

ど
れ
も
豊

か
な
感
受

性
と
や
さ

し
さ
が

あ
ふ
れ
、

「
ほ
っ
こ

り
」
す
る
絵
画
12
作
品
を
集

め
た
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
９
０
０

円
（
税
込
み
）。
道
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
島
森
書
店
、
有
隣
堂

藤
沢
店
な
ど
で
販
売
。
収

益
は
絵
の
作
者
た
ち
の
デ

ザ
イ
ン
料
に
。
道
工
房
☎

０
４
６
７
・
23
・
８
７
７
２

　
鎌
倉
在
住
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
伊
東
雅
江
さ
ん
に

よ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
。
鎌
倉
近

郊
の
名
所
や
建
築
物
が
12
カ

月
を
彩
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
解

説
文(

「
か
ま
く
ら
茶
話
」)

付
き
。

　
タ
テ
10
・
５
㎝

×
ヨ
コ

14
・
８
㎝
、

１
２
１
０
円
（
税
込
み
）。

　
12
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
鎌
倉

市
川
喜
多
映
画
記
念
館
、
た

ら
ば
書
房
、
一
翆
堂
な
ど
で

販
売
。

　〝
心
の
版
画
家
〞
と
呼
ば

れ
る
逗
子
在
住
の
高
橋
幸
子

さ
ん
（
82
）
の
２
０
２
４
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
生
き
物
と

食
べ
物
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

版
画
。
　
　
　
　

　
１
月
は
「
あ
の
子
と
ふ
た

り
み
か
ん
を
た
べ
た
　
雪
が

ふ
っ
た
ら
楽
し
か
ろ
」
と
ネ

コ
と
ミ
カ
ン
、
５
月
は
「
か

し
わ
も
ち
た
べ
た
　
青
草
の

う
え
で
新
茶
も
の
ん
だ
」
と

サ
カ
ナ
が
２
匹
。
７
月
は
カ

ニ
、
９
月
は
ゾ
ウ
と
続
き
、

12
月
は
ネ
ズ
ミ
が
ビ
ス
ケ
ッ

ト
を
食
べ
て
「
あ
し
た
も
ま

た
ね
と
あ
の
子
は
い
っ
た
」。

絵
や
文
字
が
彩
り
豊
か
に
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
１
１
０

０
円
（
税
込
み
）。
鎌
倉
・

公
文
堂
書
店
で
販
売
。
高

橋
方
☎
０
４
６
・
８
７
１ 

・

５
０
７
４

　
藤
沢
市
藤
澤
浮
世
絵
館
が

藤
沢
に
関
連
し
た
人
物
画
と

風
景
画
の
浮
世
絵
を
両
面
に

あ
し
ら
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
製
。

　
１
〜
６
月
の
面
は
、
楊
洲

周
延
作 

「
雪
月
花
　
相
模
　

横
山
の
花
　
照
手
姫
　
小
栗

判
官
」

　
遊
行
寺
ゆ
か
り
の
小
栗
判

官
と
照
手
姫
が
描
か
れ
て
い

る
。

　
７
〜
12
月
の
面
は
、
二
代

　
歌
川
広
重
の
代
表
作
「
諸

国
名
所
百
景
　
相
州
七
里
か

浜
」。

　
Ａ
２
縦
型
両
面
，
４
０
０

円
．
藤
澤
浮
世
絵
館
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

　「
鎌
倉
峯
山
の
会
」
が
作

製
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
２
作

目
。

　
同
会
は
、
峯
山
（
標
高
98

ｍ
）
と
常
盤
山
緑
地
周
辺
の

山
桜
の
保
護
や
散
策
路
の
整

備
の
ほ
か
、
青
空
保
育
の
の

サ
ポ
ー
ト
役
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
山
仕
事
の
楽

し
さ
、
里
山
の
魅
力
な
ど
を

伝
え
て
い
る
。

　
活
動
資
金
調
達
の
た
め
、

同
会
会
員
の
写
真
家
・
小
暮

こ
て
つ
さ
ん
が
年
間
を
通
し

て
撮
影
し
た
峯
山
の
四
季
で

１
カ
月
毎
の
月
カ
レ
ン
ダ
ー

（
写
真
13
枚
）
を
作
製
。

　
千
円
。
申
し
込
み
は
吉
田

さ
んzeng@my.zaq.jp

　
鎌
倉
能
舞
台
が
発
行
し
て

い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
。
　

　
表
紙
の
「
安
宅
」
に
始
ま

り
、「
江
野
島
」（
１
月
）、「
隅

田
川
」（
２
月
）、「
草
子
洗

小
町
」（
４
月
）、「
敦
盛
」（
８

月
）、「
紅
葉
狩
」（
９
月
）、

11
月
「
船
辨
慶
」
な
ど
春
夏

秋
冬
の
能
の
名
場
面
が
紹
介

さ
れ
て
い

る
。

　
シ
テ
を

演
ず
る
の

は
同
能
舞

台
主
宰
の

中
森
貫
太

さ
ん
と
、

健
之
介
さ

ん
親
子
。

　
能
面
や

豪
華
絢
爛

な
衣
装
は

見
応
え
が

あ
る
能
と

狂
言
に
つ
い
て
英
文
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
１
４
３

０
円
（
税
込
み
）。

　
問
い
合
わ
せ
鎌
倉
能
舞
台

鎌
倉
市
長
谷
３
―
５
―
13

☎
０
４
６
７
・
22
・
５
５
５

７

鎌
倉
・
逗
子
の
四
季

鎌　
　

倉

鎌

倉

彩

光

逗
子
旅
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　

２
０
２
４
「
辰
」

暮
ら
し
と
と
も
に

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

江
ノ
電
カ
レ
ン
ダ
ー

古
に
思
い
を
は
せ
て

高
僧
の
書
と
禅
語
な
ど

ア
ー
ト
作
品

万
葉　

野
の
花

天 

下 

禅 

林

ほ
っ
こ
り
ア
ー
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

鎌
倉
能
舞
台

鎌
倉
ボ
ン
ズ
く
ん

木
版
画
高
橋
幸
子

２
０
２
４
カ
レ
ン

藤
澤
浮
世
絵
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　

２
０
２
４
年
カ
レ
ン
ダ
ー

里
山
カ
レ
ン
ダ
ー

か
ま
く
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
４

鎌
倉
彫
カ
レ
ン
ダ
ー

昨年のかまくらカレンダー高橋さんとカレンダー

同
会
、
ス
ズ
キ
ヤ
逗
子
駅
前

店
で
販
売
。
逗
子
市
観
光
協

会
☎
０
４
６
・
８
７
３
・
１

１
１
１

龍　

驟　

鳳　

翔　

　　　鎌倉てらこや 20周年祝賀会で
　　　　　（左から 3番目が筆者）


